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(写真１)シドニー福岡県人会の皆さんと福岡

県・ニューサウスウェールズ州交流促進訪問団

の意見交換会(2024 年 8 月) 

2024 年 12 月 19 日 

シドニー福岡県人会および日本企業等と連携した国際人財育成の 

取り組みについて 
 

一般財団法人自治体国際化協会シドニー事務所 研修生 國﨑 麗子 

 

 

１．国際人財育成事業について 

グローバル化の進展に伴い、国際的な広い視野を備えて社会に貢献できる人

材や海外でも主体的に考え行動できる人材が求められている。 

本県では、こうした国際人材の育成を目的として、令和４年度から、シドニ

ー福岡県人会および在シドニーの日本企業の全面的な協力を得て、県内の大学

生等がビジネスを体験する研修を実施している。 

 

２．シドニー福岡県人会１について 

 シドニー福岡県人会は、福岡県出身者や福岡県にゆかりのある方々が、「福岡

県」を合言葉に集う会である。2015 年に発足し、永住者、駐在員、学生など、

現在の会員数は 80 名を超える。 

シドニーで出会った人との縁を大切にし、

会員相互の交流を深めることや助け合うこ

とを目的とした会で、懇親会やクラブ活動、

同好会などの交流の場が定期的に設けられ

ている。筆者も 2023 年 4 月のシドニー赴任

直後に入会し、会員の皆さんから、温かく迎

え入れていただいた。 

そして、最近では、本県が実施するオース

トラリアでの事業に対し、多方面でご支援をいただいている。とくに、国際人

財育成事業では、参加者募集説明会に始まり、参加学生の研修後のフォローア

ップまで多大なご協力をいただいた。 

 

３．令和６年度国際人財育成事業の様子 

2024 年 9 月、将来のグローバルな活躍を目指す県内の選抜学生６名がシドニ

ーでの研修に参加した。期間中、参加学生たちは、観光業および不動産業の２

グループに分かれてのビジネス体験、日本企業の訪問、県人会会員の方々との

                                            
１ シドニー福岡県人会 公式ホームページ https://fukuokakenjinkaisyd.com/ 
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(写真２)ANA 様での研修 

(旅行会社へのセールス活動) 

 

(写真３)GIM 様での研修 

(豪州不動産についての講義) 

(写真４)県人会の皆さんと参加学生の

交流会 

交流、シドニー大学学生との英語での交流など、様々な経験を積んだ。 

（１）ビジネス体験 

全日本空輸株式会社（ANA）様と GIM キャピタル・プロフェッショナル（GIM）

様にご協力いただき、ANA 様では、支店での業務やフライト発着にかかる業務

を、GIM 様では、広告の作成業務や実際の物件視察等を体験させていただいた。 

（２）日本企業の訪問 

日本企業等５社２を訪問して、様々な分野で活躍されている日本人の先輩方

から、現在の仕事内容やこれまでのキャリアなどについて貴重な話を伺った。 

学生たちは、研修を通して、「海外で働きたいという思いが強くなった」「人

とのつながりの大切さを学んだ」「様々なキャリアの話を聞き前向きな気持ち

になった」「さらに英語学習を頑張りたい」と、多くの学びを得たようである。 

また、ご協力いただいた企業の方々からは、「学生たちの前向きな姿勢にこ

ちらも刺激を受けた」「今後の活躍が楽しみだ」と温かいお言葉をいただいた。 

 

４．参加学生の活躍について 

本事業は開始から３年が経ち、これまでの研修参加者は計 22 名３にのぼる。 

彼らは、研修後も、大学での学びだけではなく、海外インターンシップへの

参加や交換留学への挑戦など、さらなる経験を積み重ねている。すでに大学を

卒業し、希望する企業に就職された方や、オーストラリアの大学院へ進学され

た方など、新たな環境で大いに活躍されている方もいる。 

こうした成果を得ることができたのは、県人会や企業の皆様のご支援とご協

力があってこそのことである。今後も、研修参加者がキャリアに関する悩みや

課題に直面した際には、引き続き、関係者の方々のご支援を賜りながら、若い

世代の成長を温かく見守り、支えていくことが必要である。 

最後に、本事業を支えてくださっているすべての関係者の皆様に、改めて深

くお礼を申し上げます。 

                                            
２

 東京海上日動火災保険様、国際協力銀行シドニー駐在員事務所様、在シドニー日本国総領事館様、日立

オーストラリア様、自治体国際化協会シドニー事務所 
３ 参加者数は、2022 年度 10 名、2023 年度６名、2024 年度６名の累計 22 名 


